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以上､聾者の主観によってまとめてみたが､不充分な点､或は一人まがbな

点があったら御叱責しっただきたい｡ (西川恭治)

プラズマの微視的不安定性 工 外磁場のない場合

宮 田 弘 (名大プラズマ研)

典型的な3ツについて､機構を中心に紹介するO 簡単の為に正イオンは固定

された-様な背景 とするC,

1 逆 ランダウ励起

6次元倍額空間でのプラズマの分布を fo(V)とするo 摂敏電場 Ex-Ecos(kx

- wt)が生 じたとき､時間 もだけ后の運動を求めることによって､

∂Ex
~す ｢ ニ ー 如 左

-尊 意宅 慧
(k要 一alも)

･古 =!≡篭%-8(惣一WA ,d篭 叫 kx- W･U"
故に､大部分の粒子は Ex と OuもofPhaseにExを増加させる｡ すなわち

波を伝播させる｡ ｢女～Q}/kの粒子は Exと同位相にExを増加させる｡ すなわ

ち渡の振巾を増滅させる■｡方/tk巨}>登 -Q,/女>0の粒子の作る電流は粒子の

慣性によって､波のポテンシャルの位相よりも進み,7E/匝匝 ≫ a･/KI一戦>0

の粒子の作る電流は位相がお くれる｡ 両者のかね合いによって ､位頼め進む場

-1=-II-キ 三 三 三 二 二二 二 二 二 言
又その成長率は
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で与え られ る｡
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2 ニ ッの流れの不安定性

Nlケの電子がⅤの速度で､N2ケの電子はIVの速度でⅩ軸方向に流れてお

れ､Nl -N2 芋 N/2としようo

Sn-asbkx±bcoskx, 8V-言CSinkx-dcoskx

の摂動がある場合 (複号は上が 1の流れを下が2の流れに対 して適用)kv<cup

として主要な項だけを考えると流体の連続性 よb

∂

巧手 8rl～kvbsinkx±Nccoskx･

すなわち二流体であることと､速度変調のあることによって､密度変調の増大

｡の.あることがわかる｡又運勢方程式によb

前 8v～手kvdsin kx -窓 coskx ･

∂

密度変 調に よ っ て 作 ら れ た 静電場と ､ 二 流 体 の 速 度 変調~によって､-速度変調 も

叉増大す る｡ こ の 正 帰 還 の ループによ っ て 摂 動 は 指 数 的に増大する｡生長率は

kl.!7- up2のとき

kv(卜 等 )

rl')P

で与えられる｡

3 ワイベルの不安定性

'以上の静電場の励起を伴 う不安定性に対 して､プ ラズマの温度に非等方性の

あるとき､横波が励起されることが知 られている｡今y軸方向の熟由速度 a､

Ⅹ軸方向の熱的速度を0とする｡ 摂動磁場Bz- B血 kx が生じたとき､y軸

方向に正の電流に寄与する粒子は‡畢 Zのローレンツ力によって Ⅹ-(2L- 1)
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打/忽(n .'整数)の場所①托集 まるO 他方負の電流に寄与する粒子はⅩ-2n纏

の場所① ,㊨に集まb電流の束が頼互転達負に生ずるo ~この電流の束は初めの

.摂動磁場 を増加させる方向に働 くので商場は指.数的に増大するO 電場の増大に

よって誘導される電場 も考慮 して､その生長率は
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で与え られる｡
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､図 摂動磁場BEによって ロ-レンツカが粒子に働 き､電流の束が作 られる

註) TwoBea皿 Instabilit･y一に関 しては､聾者の間違いがあbま したので

墜由での話とは異った記事になっています｡
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